
●アカデミア看護研究会の活動のご紹介

定例会：隔月 第1金曜日 18:00～19:30 隔月①学習会、②支援会を交互に開催いたします。
学習会：労務管理、人事管理、人事考課、労務環境と身体との関係、医療現場のICT化の最先端情報、医療現場の
AI化の最先端情報、海外事情の他、リベラルアーツの学習や本の読み方など、多彩な講師陣を予定しております。

まずはアカデミア看護研究会に会員登録（無料）

していただき、お申込みください。

準備ができ次第、事務局からZOOMのURLを

ご連絡いたします。

• 看護職をはじめとする医療にかかわる方々

• 学生や休職中の方々も参加OK

• 有資格者でなくてもOK

• 医師・歯科医、介護・福祉関係の方も

ぜひご参加ください

●会員登録のご案内
http://ns-aca.com/join/

会員登録が
まだの方は
こちらから

看護学は個を大事にする実践的学問領域でありながら、その看護的営みに広く一般化できる強い根拠を付けるというこ

とも課せられています。Society 5.0 時代における人工知能（AI）がヘルスケア領域でも存在感を増す中で、AIとどのよ

うに共存すべきか。これまでビッグデータ分析から質的研究まで実施してきた経験から、エビデンスを構築する義務の

中で個を大事にするために、看護学の研究はどのような方向に進むのかについて考えたいと思います。

2001年大阪大学医学部保健学科卒業、2003～05年大阪府警察本部保健師、

2005年より大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻看護実践開発科学講

座助手を経て、2013年より同准教授。2017年よりThe Japan Centre for

Evidence Based Practice, Directorを務める。また、公益財団法人浅香山

病院臨床研修部門特任部長として臨床看護研究のコンサルテーションや、

老年期を中心とした現任教育活動、認知症看護認定看護師のサポートを

行う。広くEBPを広めることをライフワークとしている。研究テーマは、

認知症者の行動解析と若年性認知症者の生活に注目したサポートシステ

ム構築。認知症者であっても地域で納得いくまで暮らせるための地域づ

くりを、他分野の研究者や実践家と協働しながら進めている。

無料

実践から見える
ミクロとマクロの看護学研究の

視点と社会実装

参加費

対 象

お申込み

講 師

山川 みやえ氏

大阪大学大学院 医学系研究科 保健学専攻

看護実践開発科学講座 准教授

アカデミア看護研究会会長

中島美津子 (m-nakashima@thcu.ac.jp)

連絡先

看護職の採用と定着を考える会事務局
(info@rsn-kango.com)

会員登録係
アカデミア看護研究会

●第22回学習会の詳細・お申込み
http://ns-aca.com/学習会/20220603/

アカデミア看護研究会 第22回 学習会

看護職をはじめ医療にかかわる皆様が、就業継続をしながら学び続ける機会を提供します。

研修会、講演会、ワークショップ、研究討論などを通し、情報交換や会員相互の親睦を図ります。
アカデミア看護研究会とは？

18:00 19:306月3日2022年 金開催日時


